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発表 2 バイリンガル児・マルチリンガル児と発達障害 

                  松井智子先生（東京学芸大学国際教育センター） 

 

概要 

一般的な自閉スペクトラム症の典型的な特徴、そのアセスメント、併発する可能性のある発

達障害や知的障害を概説し、そのうえでリミテッド状況のマルチリンガル児・バイリンガル児

の問題を考察した。一般的に子どもの社会性、感情、認知、コミュニケーションの力は幼児期

に家庭での言語を介して相互依存しながら発達し、2言語獲得できる状況であった場合でもそ

のうちの第一言語の発達が重要である。信念や思想の概念的理解（心の理論）はさまざまな社

会行動を支える基礎となるもので、「目的・意図・注意の理解（9-12か月）」、「ふり遊び・欲求

の理解（2歳）」等の段階を経て 5歳までに獲得する。自閉症児の多くは心の理論の障害である

という仮説が提起されており、「誤信念課題」と呼ばれる課題―自己や他者の意図や思考、信

念を理解できるかどうか―にパスできないことがわかっている。この「誤信念課題」は「～と

言った」「～と思った」という補文構造の理解がかかわるもので、一般に 5歳でパスできるよ

うになるが、国際結婚家庭や幼児期の文化間移動により第一言語のインプットが少ない子ども

は、言語力とくに補文構造の習得が遅れているため、誤信念課題にパスできない可能性があ

る。そのことを確認するために、17名の日本生まれの日系外国人 5歳児を対象に調査を実施し

た。その結果、日本語語彙力は母語話者幼児に比べて低いこと、補文構造と誤信念課題の理解

にも遅れがみられること、しかし非言語推理能力には遅れがないことがわかった。このことか

ら、幼児期の社会性の発達にとって第一言語の発達が重要であることが確認できた。また言語

と非言語推理能力はそれぞれ独立して発達する可能性が高いため、リミテッド状況にある子ど

もの発達を正しく把握するには、両方の発達を見る必要があることが示唆された。 

 

ディスカッションの内容のまとめ 

 言語的にも地域的にも多様な方が集まり、多様な問題が提出された。子どもの 6割が外国籍の

子どもという地域の場合、マルチリンガルということで日本語の支援教育を受けるルートと特

別支援教育のルートがあり、特別支援教育のルートに入ると日本語支援を受けられないという

制度は問題で両方をやっていける手立てが必要である。現在は先生方の自助努力で連携して子

どもの発達が伸びたケースが報告された。連携をどうすればよいかが大事だ。その中で親の支援

も必要だ。外国にルーツがある親は日本社会の中で理解されていない。特別支援級に行くように

言われた場合、それがどのようなものかを十分な説明がないケースがある。スペシャルトリート

メントと言われて日本語のクラスだと信じていた例がある。 

マイナーな言語の場合は、大使館や留学生のネットワークを使って支援を受けられるところ

をさがす、通訳の方を導入するには問題もあり通訳者の質、価値観が取り込まれるなどの問題も

ある、乳幼児期の家庭でのかかわり。マイノリティのお母さんで日本語が拙い場合、社会的な地

位が低いと思われている言語の場合、その子の社会認知言語発達に影響を及ぼしている、親がリ

ミテッド状況の場合に、どの言語選択をしたらよいかという話題が出た。これから扱わねばなら

ない課題が出てきた意味で有意義だった。（権藤桂子先生） 
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